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コロナ禍での『共食』と『食育』で つなぐ 子どもの居場所！ 
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蔓延する新型コロナ感染拡大は歯止めがかから

ず、私達の24時間365日の無料相談や支援物資の

配布の支援で、社会的に弱い立場に置かれた人が、

コロナ禍の影響を受けて更に追い込まれています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特に母子家庭への支援は増大し「コロナ禍で収入

が減り、毎月の出費も増え生活が苦しい。何とかし

てほしい…」と切実な訴え！。30 代の男性は、派

遣切りにあい、車中泊で所持金も千円、体調崩して

いる。働き盛りの人から、「就労できない」「社会に

溶け込めず孤立している」「心の病」「先の見えない

不安や絶望感に死ぬしかない」等の命を支える支援

活動をつづけています。 

2008 年の リーマンショック後の「年越しきずな

村」など大勢集めて炊き出しをした例もありました

が、今は感染防止のため開催できずに深刻さは増大

しています。「こども食堂」の中止も検討したが、

必要としている利用者「何とかして欲しい・・」の

切実な訴えを受けて、弁当や食材など工夫しながら

支援物資の配布を数十カ所で行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いったんコミュニティ（就労先・地域共同体等）

の枠から外れ孤立すると、容易に戻れません・・。 

子どもの頃に育まなかった「他人を信じること」

「つながる力・生き抜く力」を成長してから身に着

けるのは大変難しく、私たちが懸命に支援をしても

一進一退で抜け出せません。しかし、彼らの「生き

たい・当たり前に暮らしたい」という切なる心の声

を聴き続け、いつでも誰でも気軽に話ができ、皆で

集える居場所が地域に必要です。 

 

 

 

 

 

人と人がつながる場が「こども食堂」 

「こども食堂」は、「食育」「学び」「学習」「世

代交流」「相談」「ケア」など多様性のある課題解

決の居場所です。誰もが、居場所と出番(担い手

に)なれるたまり場です。地域の子どもを皆で育て

ようと」と多くの人々が集う「コロナ禍にマッチ

したコミュニティの居場所」としての「まちのプ

ラットフォーム」にしていこうではありませんか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8 年間で約 3 万件の相談 
 

支援物資 
50 万数 113
㌧ 

コロナ禍で ～ 広がれ！ 支えあいの輪 
24H相談ケア生活困難者支援・フードバンク～ 

    

面談相談と生活支援から…今 公助が必要！ 

昨今の蔓延する長期化している、新型コロナの影

響で、３密を回避した「人との接触機会を減らす」

といった、「新しい生活様式」に対応しなければな

らない、苦境に立たされている中、いまこそ「おも

いやり と 支えあい の支援は続けいく！」そして

「コロナ禍に勝つ！」この言葉を噛みしめて、新た

な支援方法を創り出していくことにあります。 
 

 

 

信州こども食堂ネットワークでの 1 年間の参加者 

報告件数は、子ども 12,649 人を含む 24,252 人。 
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相談内容内訳 

2020 年 10 月～2021 年 9 月 
 

1,896 件
数 
 

面談・食糧・ケアなどの生活支援 3,328人年代別件数 
 

2020 年 10 月～ 
2021 年 9 月 

 



トピックス・政 策 提 言！   
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 阿部長野県知事と懇談 (2020 年 11 月 27 日) 

限界だ！「今こそ公助を」 

 「子供と家族・若者応援団表彰」の受賞時に、 

坂本哲志内閣府特命大臣(写真右)に、協力要請を

する  NPOホットライン信州 青木正照 専務理事 

 猛威を振るう新型コロナウイルス感染拡大歯止めが

かからない現状に、社会的に弱い立場に置かれた人

が、コロナ禍で更に追いやられている。 

相談や要支援者は増え続け、仕事や住まいを失うな

ど命を支える支援体制も限界が来ている。 

今もなお、困窮は増え続け 広がりすぎている！ 

更なる、倒産や廃業は増え続けるだろう、「自助」と

「公助」では、すでに対応できない限界に来ている。 

いまこそ、暮らしを支える「公助」が出番だ！ 

長野県阿部知事に、村上理事長他 2 名が、猛威 
を振るうコロナ禍で生活困窮している方の支援
に、食材保管倉庫の設置と食材支援などを要請。 
/e  
 

長野県田口代表監事から、懇談の申し入れが
あり、コロナ禍での活動について意見交換 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

みんなで記念写真。関係者が手にしているのは、子ども

たちの折り紙を添えた感謝状。多くの子どもたちの笑顔

と喜びを創造したご厚意に感謝を子ども代表篠原君から

お渡ししました。 

 長野県内では現在、７０の団体が

取り組み、のべ 35,000 人が参加

し、地域の居場所へと広がってい

る。これまでの感謝を伝え、今後の

取組につなげたい。 
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長野県松本振興局長らと
コロナ禍で生活困難家庭
が増えている中での支援
活動について意見交換を
した。 

▼ 臥雲松本市長と懇談 信濃毎日新聞社(1 月 29 日) 

市民タイムス 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

  

 

   

 

 

 

  7 月 18 日（土）、長野市内での 

「信州こども食堂」は、新型コロナ 

の３密回避を徹底したうえで、初め 

ての長野市役所前桜スクエアで開催。  

参加は、元気な子ども 56 名を含 

む 115 名が楽しみました                               。 

もんもカフェのキッチンカーでの山賊焼き・かき氷 、 
翠翔会の綿あめ・ポップコーン ・りんご飴 、 
ジビエ焼肉などに長蛇の列ができました  

 たくさんの学生ボランティアさんが、設営の手伝から、 

子どもたちと一緒に広い芝生で遊んでもらい大喜び     

でした。 

 食事は、時節柄、手作りのお弁当は心配でしたの

で、いつもこども食堂をご支援してくださってい

るベーカリーカフェココさんとおやきのいろは堂

さんに発注をさせていただきました。直前のオー

ダーにも関わらず 快く お引き受けいただいた上 

 

  
 

 カレーは、いつもお肉をご寄贈くださっている中日本

フードさんが、新型コロナウィルスの影響で開催できず

にいる「こども食堂」を気にかけてくださり、物資の提供

にも使えるようにとご用意くだいました。スタッフと学

生ボランティアさんも一緒に美味しくいただきました。 

  
 

に、こども食堂価格でご対応いただきました。 

本当にありがとうございました       

 

コロナに負けないぞ！ 
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 時折り雨が降りましたが、太陽ものぞき、まあまあの 

お天気に恵まれ楽しい一日を過ごすことができました。 

2020 年 7 月 20 日(月) 信濃毎日新聞 

 ことみちゃんの「にじいろパワー」とメンタルケアに生

活相談コーナーには、大人から子どもまで相談に来まし

た。ことみちゃんに「にじいろパワー」をもらった子ども

は 、さらに元気になりカレーライスも食べてしまいま

した 。 

芝生で、みんなで 

カレーライス 

広い芝生で食べて遊んで大はしゃぎ 

食事の後は、広い芝生
で大はしゃぎ 
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 ＜編集＞信州こども食堂ネットワーク事務局                            

無料相談・問い合わせ     ０１２０-９１４-９９４ 特定非営利活動法人ＮＰＯホットライン信州 

ホームページ http://hotline-shinshu.jimdo.com/ 各地での開催報告や開催日程などをご覧いただけます 

 8 月 8 日（土）､ うだるような暑さの中、水害と

コロナのＷ災害を受けた長野市赤沼 551-14

（GoGo い－いよ）で｢信州こども食堂｣ を開催し､ 

子ども 45 名を含む計 96 名が参加しました   

 今回は長野青年会議所の皆さんやいつもの清泉学

院、長野西高校の学生さんらも参加していただき、

子どもたちはゲームなど大喜びでした。 

 
  

暑い中、もんもカフェの

キッチンカーでは、かき氷

とタピオカが飛ぶように

出ていました。 

長野西高校生が食材や衣料・生活支援 

物資を配って 

くれました。 
 

メニューは、 

そぼろちらし寿司 

とじゃがいもの煮 

っころがし。清泉 

学院の学生さんが 

まかないをしてく 

れました。 

無料物資コーナーでは､ 

様々な企業・個人から衣料

など約 5,000 点（1.0t）を

配布し､お母さんや子ども

たちは大喜びでした  

 長野青年会議所地域ビジョン委員会の今井昌実委員長からメッセージが届

きましたので紹介します。「当日は、暑いさなか体調を崩す方も出ず無事に終

えることができたことお喜び申し上げます。我々も例年であればびんずるの

運営をしております時期ですが、毎年熱中症には配慮してもし足りないこと

が多いです。今年は、コロナ禍の影響で様々な事業がキャンセルになってし

まいましたが、例年にはないかたちだったからこそ、信州こども食堂とのつ

ながり「絆」ができたこと大変嬉しく思います。」ありがとうございました。 

支援物資提供の感謝状を伊藤理事長へ手渡す杏奈ちゃん（写真左）と長野青年会議所の皆さん

による風船づくり、ボール投げ、綿あめに挑戦する子どもたち 

 

ことみちゃんの

「にじいろパワ

ー」やメンタルケ

ア相談、翠翔会の

ポップコーンコ

ーナーも開設さ

れました  

 

 

 

 

 

コロナに負けないぞ！ 
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長野市 信州こども食堂 

GoGo い－いよ 



 

 8 月 9 日の中日新聞と、１0 日の信濃毎日新聞に、8 月 8 日の記事が掲載されました。 

 当日は、長野西高等学校生の３人をはじめ、清泉女学院大学•短大生 14 名と長野青年 

会議所の若手リーダー19 名がボランティア活動してくださいました。 

2020 年 8 月９日（日） 中日新聞 

2020 年 8 月 10 日（月）信濃毎日新聞 

子どもたちから、こども食堂 

のインタビューを受けました。 

 長野青年会議所のみなさんはブー

スで、綿あめ・バルーンアート・ボー

ル当てゲームを担当し、子どもたちと

交流しました。 

 また、長野青年会議所のメンバーや

対外の方から提供していただいた支

援物資の一部は、お弁当やデザートに

調理され、保存の効く食料品は袋詰め

して来場者に振る舞いました。 

 正午には、昨年１０月の台風１９号

の犠牲になられた方へ向けて、広島へ

の原爆投下で亡くなられた方を含め

て全員で黙とうを捧げました。 

長野青年会議所より 

 開場前に子ども代表から、支援物資提供の感謝状が

伊藤理事長へ手渡され記念撮影を行いました。 

 我々のまちづくり運動や思いが、今回はこのような

感謝状という目に見える形で届いたこと大変うれし

く思うと同時に、このような運動を続けていかなけれ

ばいけないと実感しました。 

 今回このような子ども食堂の運営支援をさせてい

ただいたことは大変学びの多い機会となりました。Ｎ

ＰＯホットライン信州の皆様、ご協力頂きましたメン

バー、対外の皆様感謝申し上げます。 
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長野市（長沼・豊野）  ながとよマルシェ  

 ＜編集＞信州こども食堂ネットワーク事務局                          

無料相談・問い合わせ     ０１２０-９１４-９９４ 特定非営利活動法人ＮＰＯホットライン信州 

ホームページ http://hotline-shinshu.jimdo.com/ 各地での開催報告や開催日程などをご覧いただけます 

 台風 19 号から 1 年の節目を迎える 10 月 11 日

（日）、長野市の被災地（長沼・豊野）を応援しよう！

と、「ながとよマルシェ実行委員会」主催で開催、ＮＰ

Ｏホットライン信州（信州こども食堂ネットワーク）

が食材を提供しました。子ども約 300 名を含む 600

名が参加、復興にむけて大きな力となりました 。 
  

 

 

子どもたちのキッズダンスも見ごたえもあり、家族の

笑い声や歓声が会場に響き渡った 1日でした 。 

 

 
 

 子どもたちは、美味しい

中華ほんわか肉まんにカブ

りつき、わたあめ、バルーン

などで盛り上がりました。 

 新鮮な白菜やレタスなど

手に、遊具コーナーで遊ぶ

など、各ブースを楽しみま

した。 

 

受付には開始前から

100 名ほどの列ができ

るほど、皆さん心待ちに

していた様子  

 

 

コロナ禍の活動 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大町市 信州こども食堂 in「みあさの森」 

 ＜編集＞信州こども食堂ネットワーク事務局                           

無料相談・問い合わせ     ０１２０-９１４-９９４ 特定非営利活動法人ＮＰＯホットライン信州 

ホームページ http://hotline-shinshu.jimdo.com/ 各地での開催報告や開催日程などをご覧いただけます 

 10 月 11 日（日）の「みあさの森」は、みんなで稲刈り。

こども 13 人と大人 9 人。午前中の小学生の刈りのスピードは

ビックリするほどで、あっという間に刈り終わり！ 

 

 

 

 

JA 大北様のお野

菜が大変身を遂

げ、期待を裏切ら

ないシェフのラン

チと自然派かよこ

スコーンに、園長

自家焙煎コーヒー

は、またたくまに

完売しました。 

 

 釜炊き飯と、この季節の身体にやさしい特製

野菜スープで充電したら、午後はのんびりと小

さな子たちも一生懸命お手伝い。虫やカエルを

捕まえ、泥だんごづくり…どれだけ走り回って

も、大きな声で叫んでも、みんなニコニコ。 

  

 

 

 

 日差しは暑いくらいの時間もありましたが、終始あたた

かい空気の流れる田んぼ。今年は小さな苗に水不足、

上手くできなかった草取りですが、刈ってみれば去年

より少し少ないくらい。味はどうかな？ みんなで食

べたい新米。次は、足踏み  脱穀機と唐箕でいよい

よ籾にします！みなさんまたお願いしますね！ 

ありがとうございました！ 

 

 

 

母と子がくつろぐ念願の企画「ははこ cafe」 

    10 月 19 日（月）は、念願の企画 

「ははこ cafe」。こども 6 人と大人 

5 人でにぎやかに楽しく開催できました。 

定員をかなりしぼったため、キャンセル 

待ちの方に来ていただけなかったことが 

心残りでした。 

  

  

 

 

 

 ログハウスの中は、居心地がよく何とも 

いえないやわらかな空気感。母がこどもとゆっくり気兼ねなくランチ 

しながら、母たちのおしゃべりとこどもたちの声がつつまれていました。 

 

 

  

 

 

 

 母がこどもとゆっくり気兼ねなくランチできるこの空間

で、母でもある主催者がくつろぎまくるという私の描いた

cafe そのものとなりました。それ以上に、いつも慌ただしく

疲れているであろう母の「元気になった！」の笑顔は、今後の

私の大きな活力になりました。やってよかったー！！  

 11 月は 11 日、11 時から。お子さま連れも、そうでなく

ともお待ちしていまーす！   

すでに満員になりキャンセル待ちの受付となります。 
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コロナ禍の活動 
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                             富士見町 特定非営利活動法人こどもの未来をかんがえる

会 
 １０月１８日（日）、富士見町の「特定非営利活動

法人こどもの未来をかんがえる会」の久しぶりのイベ

ント。今回は、２会場でお弁当を配りました。お弁当

はあっという間に終わってしまい大好評でした。中に

は、不登校のお子様が「ここだったらからくることが

できた」と、うれしいお言葉をいただきました。 

  
 

 テンホウ様からご提供いただいた餃子をメイン

に、ご寄付いただいた食材で野菜のナムルの付け合

せ。カフェ＆スペース飛行船にお越しいただいた方

には、フライドポテトもお持ち帰りいただきました。 

 フードドライブからいただいたお菓子もしっかり

皆様のお手元にお配り 

できました！ 

＜９年越しの活動の想い＞ 

2020 年８月に NPO 法人化し、多世代の居心地のいい

居場所作りをめざしてきました。今後は、お母さんたちに

よる手作りお弁当事業、放課後の居場所、ブックカフェ、

学用品リユース etc…拠点作りめざして活動予定です！ 

↓ 信濃境駅前のカフェ＆スペース飛行船には、子ども 24 人と大人２３人の計４７人が参加しました。 

 

多世代でフライ

ドポテト用に、

じゃがいもの皮

むき。３ヶ月の

赤ちゃんをおん

ぶしてボランテ

ィア活動に参加

するママ。思わ

ず微笑んでしま

う写真です。 

 

富士見町ゆめひろばには、子ども
116人と大人30人の計146人が
集まり、長い列ができました。 

コロナ禍の活動 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

  

 

 

  

 

   

 

 

塩尻市 信州こども夕日食堂

 ＜編集＞信州こども食堂ネットワーク事務局                           

無料相談・問い合わせ     ０１２０-９１４-９９４ 特定非営利活動法人ＮＰＯホットライン信州 

ホームページ http://hotline-shinshu.jimdo.com/ 各地での開催報告や開催日程などをご覧いただけます 

 10 月 28 日（水）塩尻市 片丘小

コミュ二ティスクールの「信州こど

も夕日食堂」が片丘多目的研修セン

ター（片丘公民館）で、子ども 37 名

を含む約 60 名が楽しみました。 

 メニューは、鶏肉野菜丼(鶏肉…本郷鶏肉店様提供)じゃ

がいもと生ハムのキッシュ(生ハム…イチジュウ様提供)

かぼちゃとさつまいものサラダ(かぼちゃ 

…高出の山田様提供)・筑前煮お野菜は、 

コミュニティスクールのメンバーの方々 

が提供して下さいました。今回は、当日 

提供して頂いた食材を基にメニューを 

急きょ変更し、皆で調理を分担し手早く 

作る事が出来ました。 
 

 料理を見た親子たちからは、

「豪華だね」「美味しそう」の声

が聞け…食べた方々からは、「こ

れ、美味しい」「何が入ってるん

だろう」と聞きに来るお母さん

や、「ご飯お代わりありますか」

と言うお子さんもおられ、たくさ

ん食べる姿が見れてとてもスタ

ッフ一同嬉しく思いました。 

 

 

  

 

 

次回は､11 月 25 日（水）17 時～お楽しみにお越しください。 

 子どもたちは、トランプ

や積み木で遊びました。 

いろんな方々とふれあえ、

子どもたちの笑顔が見れて

幸せな一時を過ごしました。 

  

 

 

思い思いに楽しむ子どもたち 

 子どもたちが同じ
喜びを共感した…  
読み聞かせの安らぎ
の時間でした。  
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                   長野市 信州こども食堂 NE NAGANO フェスタに参加 

 ＜編集＞信州こども食堂ネットワーク事務局                           

無料相談・問い合わせ     ０１２０-９１４-９９４ 特定非営利活動法人ＮＰＯホットライン信州 

ホームページ http://hotline-shinshu.jimdo.com/ 各地での開催報告や開催日程などをご覧いただけます 

 11 月 14 日（土）、長野市で開かれた「2020 ONE 

NAGANO フェスタ」。台風 19 号とコロナ禍のＷ災

害で 沈みがちな気持ちを元気に！ と、長野青年会

議所の若者が主催しました。信州こども食堂で支援ブ

ースを開設し、フードドライブ、こども向けおみやげ

付きのゲーム大会、コロナ禍で苦労している学生対象

のフードパントリー、お困りの方々向けの相談支援な

どを行い、物資約 6 千点を提供しました。  

フードパントリーって？ 
 

 なんらかの理由で生活に

困っている人を対象に食品

を無料で配付する活動のこ

とを言います。 

もとは「食料の保管庫」を

意味することばです。 

  天気の良い暖かな一日。こども向けの「魚釣り」と 

「ボールなげ」に、子どもたちは大喜びでした。 

 信州こども食堂ネットワークのブースには、子ども

78 名と大人 105 名の計 183 名、うち学生 53 名と  

たくさんの方々がお立ち寄りく 

ださいました。   

学生さん対象のフードパント 

リーは、用意した 50 袋がすぐ

になくなり、追加でお渡しする

ことができました。 

 

 コロナ禍で日頃の発表の機会を失ったこども達や地域の団

体によるステージ発表が行われました。こどもたちの伸び伸

びとした発表が会場を盛り上げ、イベントは大盛況でした  
 

 様々な物資や野菜、そして持ち帰り用の袋などのご提供と

ご協力くださったすべてのみなさま、誠にありがとうござい

ました 

https://www.facebook.com/photo/?fbid=1008634952953661&set=pcb.1008635002953656&__cft__%5b0%5d=AZXCTE6xt-8ebTS6M1f8TPdhCz-Mhe_OhVCHF-IGfXhvMdcSyjJ12KG-e_sLbEbW9e47OQftz7ufSClYWNjRhGn-GaZXCFY-3eFU8Kgmh06nbUkN5v_Mq73MSAfH9ig7QX0&__tn__=*bH-R
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                                     長野市  信州こども食堂古里カフェ 

 ＜編集＞信州こども食堂ネットワーク事務局                            

無料相談・問い合わせ     ０１２０-９１４-９９４ 特定非営利活動法人ＮＰＯホットライン信州 

ホームページ http://hotline-shinshu.jimdo.com/ 各地での開催報告や開催日程などをご覧いただけます 

 11 月 29 日（日）、長野市のふれあい福祉センタ

ーで、信州こども食堂古里カフェを開催しました。 

 参加人数は、こども 11 名と大人 11 名でした。 
 

左上は冬瓜のブタそぼろあんかけ

すき焼き味。中は鶏肉の肉団子。右

はりんごとあんずジャムのコンポ

ートです。 

 

 

 

 

 

 
 

 ボランティアセンターの皆さんと記念写

真を撮り、お礼を言ってお弁当とジュース、

お菓子の詰め合わせを手に解散しました。 

 先日の綿花収穫からリース作りまで、外に

出ての活動になりましたが、とても良い体験

でした。いもい農場の西沢さん、ボランティ

アセンターの皆さんに心からお礼を申し上

げます。ありがとうございました 

 

リースをつくりました！ 
 

 コロナ禍で出かけることもできずにいた

子どもたちが、楽しそうにどんな作品にしよ

うか迷って考え、はじめてグルーガンを使っ

てヤケドをしないように慎重に飾り付けを

していました。 
 

稲荷寿司弁当、器付きでテイクアウト 

豪華にでき 

あがりました。 
 

上手にできました。みんな満足顔です。 

 
 



トピックス・コロナ禍の受賞！ 
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令和 2 年度 子供と家族・若者応援団表彰 

 ＜編集＞信州こども食堂ネットワーク事務局                           

無料相談・問い合わせ     ０１２０-９１４-９９４ 特定非営利活動法人ＮＰＯホットライン信州 

ホームページ http://hotline-shinshu.jimdo.com/ 各地での開催報告や開催日程などをご覧いただけます 

 信州こども食堂ネットワークを運営するＮＰ

Ｏ法人ホットライン信州が、11 月 27 日（金）

東京都内の内閣府講堂で、令和 2 年度「子供と家

族・若者応援団表彰」の内閣府特命担当大臣表彰

を受賞しました。 

 子どもや若者を育成支援する活動で顕著な功

績があったと認められたもので、長年の活動に加

え、新型コロナウイルスの影響下でも感染対策を

徹底して食品や生活必需品の提供などを続けた

ことから、長野県の推薦を受けたものです。 
 

受賞後、坂本哲志内閣府特命担当大臣（少子

化対策 地方創生）（写真右）と記念撮影した

ホットライン信州の青木正照専務理事 

 

 

 

 

 

 
 

＜ホットライン信州の取り組み＞ 
 

 24 時間対応の無料電話相談や面談、同

行による自立支援とケア、居場所や無料で

食事を提供する「信州こども食堂」、「まち

のプラットフォーム」をめざした生活相談

や食育、子どもの学び支援、フードバンク・

フードパントリー事業など、生活困窮者の

支援に多角的に取り組んでいます。 

 
 
 

 この受賞は、私どもの事業に賛同しご支援をいただきました企業・団体・個人の皆々様と直接

活動に関わったスタッフ・ボランティアの方々、お一人おひとりの「心合わせ」と「力合わせ」

の成果がつながったものです。皆々様に厚く御礼申し上げます。 

 今もなお、コロナ禍で苦労している子どもや家族のためにも、さらに力を合わせて共にがんば

っていきましょう！（受賞の記事が 11月 28 日の信濃毎日新聞と市民タイムスに掲載されました） 

表彰状と高級なクリスタルグラス製の盾 

 

11 月 28 日の

「信州こども食

堂 in まつもと

学び塾」のスタ

ッフの皆さんと

受賞を祝いあい

ました 

祝受賞 

約 3200 点 

の食材や支援 

物資を集めた 

「こども応援 

リレー」 
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長野市 信州こども食堂 

 12 月 19 日(土)長野市のふれあい福祉センターで開いた 

「信州こども食堂」は、元気いっぱいの子どもたち 43 名を 

含む 96 名で、大人が子どもたちから元気をもらいました。 

 メニューは、「信州プレミアム牛肉の肉巻きおにぎり」と、

おでんと小さな Xmas ケーキ          みんなでワイワイにぎやか 

な Xmas を過ごしたいところですが、がまんがまん！お弁当に

して持ち帰りにしました。また、食育では「いただきます」と

「ごちそうさま」に込められた意味について学びました。 

クリスマスのカードづくり 
 

 コロナ禍で大切な人・会いたい人にも満足に会えないご

時世に、手作りのクリスマスポップアップカードで想いを

伝えようと制作しました 。 

 折紙で作ったサンタクロース 

や Xmasブーツを貼ったり、絵 

やメッセージを書いたり、小さ 

なカードが夢いっぱいの素敵な 

な空間になりました。ボランテ 

ィアの学生を中心に、大人も子 

どもたちもカ 

ード作りに夢 

中。きっとこ 

のカードをい 

ただいた方は、 

いつも以上に 

温かな Xmasになれるのでは、と感じました。 

 

 
 長谷谷寺からおすそわけ  

 

    おてらおやつクラブに加盟する長野市の 

長谷寺岡澤慶澄 

様より、お米 

50kgとお菓子 

など 600 点 

40kgのおすそ 

わけをいただき、ボランティア活動をして

いる子どもスタ 

ッフ 3 名が受け 

取りました。 

ありがとう 

ございました。 

 内閣府大臣賞を手に喜ぶスタッフ一同 

 

 円福幼稚園から園児が育てたお米  
 

長野市篠ノ井 

の円福幼稚園で 

子どもたちが種 

まきから脱穀ま 

で行ったお米 20 

kgをいただきま 

した。メッセージ 

を添えて、園児 6 名が届けてくれました。 
 

 



トピックス・コロナ禍の研修 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テレビを見ながら勉強する子どもたち 

依然として人権上の偏見や差別の意識が存在し、児童虐

待やいじめ、児童の貧困など子どもの人権が脅かされてい

る現状に、子どもたちの人権を守り、健やかな生活を願う活

動として「信州こども食堂」の活動や理念に触れ、未来を担

う子供たちの人権を守り豊かな生活を築く取組を実践して

いる「信州子ども食堂のネットワーク」の活動を活かすこと

としました。 

 

令和２年度「塩尻市豊かな 
心を育む市民の集い」 

塩尻市・松本市 信州こども食堂ネットワーク 

 11 月 18 日（水）、塩尻市保健福祉センタ

ーで、令和 2 年度塩尻市社会福祉協議会 「福

祉サポーター養成講座」がコロナ感染防止の

ため人数制限の中開かれ、市内のサポーター

約 40 名が、コロナ禍でも行う「こども食堂の

必要性」をテーマに、信州こども食堂ネットワ

ーク青木事務局長が、地域の居場所、見守りの

担い手として活動 

する現場の対応 

について、様々 

な事例をもとに 

活動することを 

訴えました。 

  

参加者の皆さんは講演を聴き入り、地域の「見守り

力」の向上を目指して、地域生活での「気づき」を繋

ぐことや、地域住民の孤立を防ぎ、住み慣れた地域で

誰もが安心して暮らし続けることが重要であるとの

新たに認識し、早速！11月 28 日の信州こども食堂

in 学び塾にボランティア参加していただきました。  

 令和２年１２月５日（土）塩尻市総合文化センター（講

堂）で塩尻市・塩尻市教育委員会主催の令和２年度「塩

尻市豊かな心を育む市民の集い」が開催。新型コロナウ

イルス感染症対策に人員を絞り、関係者のみの約 50 名

が参加し活動の糧としました。 

  

塩尻市では、今回の講演会は、コロナ禍で多くのサポ

ーターの皆さんが、参加できなかったため、講演会の内

容を収録し、テレビ松本で、2021 年 1 月～2 月まで

の 2 か月間、日曜日、祝日、水曜日、木曜日は、午前 9

時～、午後 6 時～月曜日、火曜日、金曜日、土曜日は、

午前 11 時～、午後 8 時～ということで、２月いっぱ

いまで放送していだきました。お陰様で、他の研修会・

セミナー等でも活用することが出来ました。 
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市民タイムス 

2 月 11 日(木) 

長野県青少年育成指導
者・青少年サポーター研
修会 

報告した子ども食堂はらぺ

こあおむしの増田龍美さん 

3 月～の寄り添いこども食
堂の報告する田口恵子さん 

 コロナ禍における「信州こども食堂をまちのプラットフォーム

に！」をテーマに、信州こども食堂ネットワークの青木事務局長が地

域での居場所、多世代交流の場として「信州こども食堂」への参加を

求めて講演。また、「寄り添いこども食堂」と「子ども食堂はらぺこあ

おむし.」が、それぞれの取組状況や課題を話していただきまた。 

 寄り添いこども食堂の田口恵子さん（写真下段）は、学校が休校中

の 3 月は、毎週こども食堂を開催した。現在は月 1 回だが、定員 60

名を超える 70名も申し込みがあり、3密回避で苦労していることな

どを報告しました。 

 
 

 2 月 10 日（水）、松本市松南地区

公民館（なんなんひろば）で、令和 2

年度長野県青少年育成指導者・青少年

サポーター研修会が人数制限の中開

かれ、県内の青少年サポーター約 50

名が、コロナ禍で苦闘する子ども食堂

の現場の声を熱心に聴き入りました。 
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長野市 信州こども食堂 in あもり 

 ＜編集＞信州こども食堂ネットワーク事務局                           

無料相談・問い合わせ     ０１２０-９１４-９９４ 特定非営利活動法人ＮＰＯホットライン信州 

ホームページ http://hotline-shinshu.jimdo.com/ 各地での開催報告や開催日程などをご覧いただけます 

 12 月 12 日（土）、長野市の安茂里公民館で

開いた「信州こども食堂 in あもり」には、子ど

も 86 名を含む 195 名が参加しました  

 コロナ禍で苦慮している子どもと家族に「信

州プレミアム牛肉のすき焼き丼弁当や食材と野

菜の物資（Xmas プレゼント）」を渡し、受け取

った親子は大喜びでした 。 
  

 メニューのすき焼き丼弁当に使ったのは、農林水産省の

食育等推進事業を活用して用意した信州プレミアム牛肉 

    牛肉以外の食材ほとんどは、地元企業や農家、個人

の方々からご寄贈いただき、購入した物はわずかでした。 

  牛すき焼き丼弁当には、たくさんの愛が込められ、ひ

と味もふた味もちがうものとなりました。開催に向けて

ご協力いただいたすべての皆さまに感謝いたします。 
 

きれいなサシの入った牛肉に調理担当者も笑み

がこぼれました 

 

ご寄附をいただいた長野篠ノ井ライ

オンズクラブの西村明子会長へ感謝状

を渡す子ども代表の塚田杏奈ちゃん 

  
 

 食育の学びコーナーでは、「食べることの大切

さを学んで良かった」との感想が聞かれました。 

 綿あめや家庭でつくろう「シトラスリボン」

と「まつぼっくりツリー」キットを持って楽し

みに帰りました 。多くの子どもたちに喜んで

いただき 

ました 。 
  

家庭で作ったツリー 
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＜信州こども食堂ネットワーク便り＞                        2020年 12 月 15 日 No.683-2  

 子ども２人と訪れた長野市の３０

代の女性は、「新型ウイルスの影響で

家庭内の収入が減り食費を削ってい

ました。子どもが食べ盛りになってき

たので本当にありがたいです」と話し

ていました。 

 NPO ホットライン信州（信州こど

も食堂ネットワーク）の青木正照専務

理事は、「新型ウイルスに負けないと

いう気持ちを持って新年を迎えても

らいたい」と話していました。 

 当日の NHK と翌日の信濃毎日新聞で報道

されましたので、一部をご高覧ください  

 今回の活動に関わった皆さま、ありがとうご

ざいました  
  

 信州プレミアム牛肉は、12

月１９日（土）に長野市ふれあ

い福祉センターで午前 11 時

から開く「信州こども食堂」で、

肉巻きおにぎりにして提供す

る予定です。お楽しみに♪ 
  

お寺おやつクラブと農家の方か

らいただい 

た白菜やじ 

ゃがいも、 

りんごなど 

も提供しま 

した。 

2020 年 12 月 13 日（日） 信濃毎日新聞 

子どもに人気のバルーンアート 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

  

 

   

 

 

  

松本市 年越しこども食堂（信州こども食堂 in 島内） 

 ＜編集＞信州こども食堂ネットワーク事務局                            

無料相談・問い合わせ     ０１２０-９１４-９９４ 特定非営利活動法人ＮＰＯホットライン信州 

ホームページ http://hotline-shinshu.jimdo.com/ 各地での開催報告や開催日程などをご覧いただけます 

 12 月 31 日(木)、松本市島内公民館で、「年越 

しこども食堂（信州こども食堂 in 島内）」を開催。 

子ども 52 名を含む 113 名が参加しました。 

子ども達の歓声と親子の笑顔があふれていました。 

 新型コロナ禍の影響で食事に苦慮している、子 

どもと家族に、年始は家で過ごしていただくため 

に、少しでも笑顔になって欲しいとの「熱い想い」 

がいっぱいでした。家族団らんの新年を迎えた、 

来年は「コロナに勝つ！」を、合言葉に心と力を 

結集した信州こども食堂でした。 

 した。 
 

2021年１月１日 中日新聞 
  

キューピーさん提供のマヨネーズや

龍角散の喉飴、玄向寺からのお米・

野菜・信州蓼科りんご・衣類などを

たくさん抱えて、みんな大喜び 

手打ちの年越しそば。

こねた生地を麺棒で均一

にのばしている田力さん 

地元の本格の手打ち年越しそばと、新鮮なイチゴのチョ
コレートフォンデュやりんご、多くの食材、バルーンアート

の風船とお菓子のつかみ取り、さらにお米・食材・衣類など
たくさんの物資を持ち帰っていただきました。 
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長野市 信州こども食堂 in 若里フードパントリー 

 ＜編集＞信州こども食堂ネットワーク事務局                        

無料相談・問い合わせ     ０１２０-９１４-９９４ 特定非営利活動法人ＮＰＯホットライン信州 

ホームページ http://hotline-shinshu.jimdo.com/ 各地での開催報告や開催日程などをご覧いただけます 

 1 月 11 日（月）、長野市若里で「信州こども食堂

in フードドライブご縁リレー」を開催しました。 

 子どもたちに新鮮な生鮮食品を届けるようにと、冷

凍コンテナを設置したのを機会に、子ども 21 名を含

む 50 名が「もったいない～ありがとう！」フードパ

ントリー方式の子ども食堂を楽しみました。 

 

 した。 

 した。 

 

 

 

信濃毎日新聞 2021年 1月 12日(火) 
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いまこそ①環境保護、②社会的包摂、③経済

開発（SDGｓの持続可能な３要素）の考えの

もと、弱い立場にいる人のことを同じ立場で理

解して、環境や人権を理解し、こども食堂を通

じて持続可能な地域を社会をつくるとき！ 

 

長野県庁や 

市役所、また、 

ライオンズ 

クラブなど 

多くの皆さん 

より集めます 

お家
うち

やお店
みせ

、会社
かいしゃ

やなどから 

特定非営利活動法人 ＮＰＯホットライン信州「信州こども食堂ネット 

ワーク」は国連がめざす SDGs（持続可能な開発目標）を支援しています 
 

 

 さしあげます 

ご家庭や子ども 

食堂などへ 

明日を 開く  ３っの意義 

SDGｓの“環境の上に社会・経済が成り立つ” 
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フードドライブ 

ってなあに？ 

フードパントリー 

って なあに？ 

おうちで眠って 

いる食品を持ち 

より集め福祉団 

体に寄付します。 

 

  集まった食品 

を、食事に困って 

いる人やこども 

食堂に届けます。  

コロナ禍での３密 
回避の青空こども食堂 

  

食材を配布する場所(NPO ホットライン

信州・信州こども食堂)などです。 

フードバンク 

ってなあに？ 

 

 フードドライブ  

日時 11時～13時と 場所 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

  

 

   

 

 

   

松本市 信州こども食堂 フードドライブ＆フードパントリー 

 2 月 6 日（土）、松本市の県

松本合同庁舎でフードドライ

ブ（180名）とフードパントリ

ー（120名）を行いました。 

   家族連れなど約 300 名が訪

れました。正午から「いなりず

しと餃子詰め合わせ弁当」

（100食限定）を配布。その後、

支援物資から各人が必要な 

物を選んで持ち帰りました。 

 「いなりずしと餃子詰め合わせ弁当」  

 は、みすずコーポレーション様から提   

 供いただいた味付けいなりあげで、「寄  

 り添い子ども食堂」の皆さんがおいな  

 りを作り、テンホウ様から提供いただ  

             いた餃子と   

             詰め合わせ 

              ました。 

 支援物資は、活動に協力いただいている県および松本中央

ライオンズクラブが、県内外の個人や団体から集めた缶詰、

米、カップ麺、野菜、菓子、衣類など、約１万点（2ｔ）です。

また、当日の午前中も同会場でフードドライブを実施し、家   

庭で余った食品や衣類、文具などが持

ち        込まれました。集まった支援物資は、そ

の        の場で NPOホットライン信州に寄贈 

され、会場に陳列しました。 
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長野市 信州こども食堂フードバンク＆フードパントリー 

 ＜編集＞信州こども食堂ネットワーク事務局                            

無料相談・問い合わせ     ０１２０-９１４-９９４ 特定非営利活動法人ＮＰＯホットライン信州 

ホームページ http://hotline-shinshu.jimdo.com/ 各地での開催報告や開催日程などをご覧いただけます 

 2 月 13 日（土）、長野市の桜スクエアーで、コロナ禍

における 広がれ！！「思いやりと支えあいの絆♡」の 

フードドライブ＆フードパントリーを開催しました。 

 寄贈者は 74 名！フードドライ

ブで集まった支援物資はなんと

5,000 点！合計で １トンを超え

る物資が集まりました。 

 した。 
 

 

 長野県ライオンズクラブ様から 10 万円分の食材

を中村吉秀(左写真)さんからお受けしました。感謝を

こめて、子どもたち自ら感謝状を読み渡しました。 

長野市民新聞 2021 年 2 月 18 日
(木) 

 北村通將(右写真)さんからご寄附とお米を受け

取り、感謝状を渡す子どもたち。 
後ろにある段ボールは、長野県ライオンズクラブ様

からご寄付していただいたインスタント食品です。 

 明治ホールディングスさんからたくさんのチョコ

レートをいただき、子どもたちは大喜びでした。 

 信州こども食堂には子ども 39 名を含む 82 名

に参加いただきました!(^^)! 

 メニューは天ぷら弁当!!、オクラ天、かしわ天、

エリンギ天の３種類の天ぷら。特におくら天には

オクラの中にはコーンが詰められていました。食

べたことがない天ぷらでしたがとてもおいしく、

創造性がありました。コーンの甘味とオクラは 

合うんですね～(≧▽≦) 

    お弁当一個でとても満腹

になりました。 

『満足！満足！』でした。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

  

 

  

 

 

  

 

   

 

 

 2 月 14 日（日）、上田合同庁舎でNPO ホ

ットライン信州主催の「フードドライブ」が

開催されました。寄贈者は 82 名で集まった

支援物資は、なんと 6,128 点！合計で 360

㌔を超える物資が集まりました。 

和田小学校児童会から支援物資

をいただき、当法人子ども代表から

感謝状とバレンタインデーチョコ

を全生徒にプレゼントしました。 

 
 

受付を担った長野大学と清泉学院の学生ボランティア・ 

スタッフは、（株）アマナ様ご寄贈のＴシャツを着用。 

26 

上田合同庁舎 フードドライブ 

たくさん集ま

った物資を確認

しながら、腹話術

でお礼をする、当

法人滝沢理事。 
 

10万円相当の食材を上田地区ラ

イオンズクラブさんから戴きへの 

感謝状を渡し 

ました。 

＜小諸食堂の小林さんのコメント＞ 

『信州こども食堂応援リレー』（フードドライ

ブ）で長野大学、清泉女学院大学の学生さんやこ

どもたちといっしょにお手伝いしました そし

て、ものすごくたくさんの物質をいただいて、夕

方からは、『「信州こども食堂 in こもろ」と「こど

も食堂みよた」の食堂で活用したい』と感謝を述

べられました。 

バルンアートをつくり 

子どもたちへ配布 

上田の滝沢一秀さんや長野

中央 LC の伊藤さんからも物

資を戴きました。 

信州ハム(株)さんより、 

オニオンスープ 1000 

個をいただきました 
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諏訪市 フードドライブ 

 2 月 21 日（日）、 諏訪合同庁舎で「フードドライブ信

州こども食堂応援リレー」を開催。約 50 の個人・団体か

らレトルト食品、米、カップ麺、菓子類など約 7000 点

（計約 900 キロ）が集まりました。 

 長野県ライオンズクラブ南信地区（前田英

司さん）と諏訪地区（増澤義治さん）らが、レ

トルトカレー約 1100 食・10 万円分をご寄

贈くださり、「こども食堂の活動や食料を必要

としている子育て中の家族の支援に役立てて

ほしい」と思いを伝えてくれました。スタッフ

として運営に携わった諏訪圏域子ども応援プ

ラットフォーム・メンバーの子どもたちが、喜        

びいっぱい

の笑顔で感

謝状を贈り

ました。 

 今回のこども食堂応援リレーは、2 月６日

に松本市でスタートし、13 日の長野市、14

日の上田市を経てアンカーの諏訪会場へとバ

トンがつながりました。全４会場で集まった

物資、合計 3.1万点で４.3トンになりました。 

 

 集まった支援物資は、南信地方の各こど

も食堂と必要としている家庭へ配られま

す。今回の信州こども食堂応援リレーを通

じて「コロナ禍の影響で、生活弱者にとっ

て生活は厳しい状況が続き、苦しさが増幅

している。一方で、支援の輪や助け合いの

機運が高まっているのも事実。多くの皆さ

んの支えあいの輪『心合わせと力合わせ』

で、コロナ禍を乗り切っていこう！」と強

く思いました。 
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塩尻市 信州こども食堂 in あじさい 

 2 月 21 日（日）、塩尻市で「信州こども

食堂 in あじさい」が誕生しました。 

 コロナ禍で思うような外出が出来ない

中・・子どもたちと家族                               を支えようと

10 時から「福祉の里あじさい」駐車場の

受付で、子ども 64 名を含む 100 名へ、

３密を避けながら            、五目ごはんと豚汁

やホットライン信州から 

の支援物資をテイクアウ 

ト方式で提供しました。 

 皆さん大喜びで無料 

提供の食材を 次々と 

受け取りました      。 

 家族そろって       

食材を手にしたお母 

さんからは     「温か 

いお弁当とたくさん 

の物資をいただきま 

した      、私も子ども 

たちも、心まで温め 

ていただきました。 

ありがとうござい 

ました。とのお礼の 

言葉をいただきました      。 

あじさいの仲間のスタッフの 

皆さんありがとうございました。 

          次回は 3 月 21 日です ➡ 

「福祉の里あじさい」の 2 階は、

ホットライン信州の事務 

所で相談会も行っており 

ます。 
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松本市 信州こども食堂 in まつまと学び塾 

 2 月 27 日（土）、松本市の「信州こども食堂 in まつ 

もと学び塾」では、コロナ禍と寒さの中、子ども 31 人 

を含む 59 名が参加し、美味しい中華丼とフルーツミッ 

クス、ドーナツ、チョコなどに子どもと親子は大喜び。 

 ホットケーキ作りの子どもやバルーンアートで遊び 

まわる風の子たち、 

楽しい一日でした。.  

 

 

受付で検温を受ける 

子どもたち 

おいしいホットケーキづくり 

バルーンアートに夢中の子ども達。 

風の子たちは元気に公園で風船剣で遊び

回ってい 

ました。 

悩み相談も受け付けています 

たくさん

のご支援

をありが

とうござ

いました。 
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松本市 信州こども食堂まつもと・どん八 

 1 月 7 日（木）、松本市の「信州こども食堂 in まつまと」

は、新年を迎え厳しい寒さの中、持ち帰りスタイルで開催し

ました。子ども 36 名を含む 62 名に、信州プレミアム牛丼

と稲荷ずし、チョコレートいちご、さらにアポロさんからの

お菓子など支援物資をお持ち帰りいただきました。 

 
  

 ご家庭で召し上が

った感想として、「美

味しいね～普通の牛

丼じゃない」と喜びの

声をいただきました。

また、食育を学んだ

「いちご」も、「おいし

い～大きいいちご嬉

しい」と喜んで食べた

とのお話でした。 
 

 2 月 4 日（木）、松本市で開いた

「信州こども食堂 in 松本どん八」。 

子ども 26 名を含む 42 名に、｢いな

り寿司｣と｢野菜たっぷりキャベツ鍋」

などを配りました。  

 寒い中でしたが、来てくださった皆さんの元気なお顔と「あり

がとう～ほんと助かります」、「寒い中､ありがたいです」などの

声が聞け、スタッフ一同もとても嬉しい気持ちで新しい年を迎え

る事ができました。  

アポロさんからたくさんの

お菓子をいただきました 
 

 「沖縄クラフト&カフェちゅらね」

さんから、タコライス・ラフテー丼・

沖縄おにぎりなどのご寄贈があり、子

どもたちから「味が良くて最高だ！」

と感謝をいただきました。ありがとう

ございました ✨ 
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 3 月 4 日（木）、松本市で開いた「信州こども食堂 in 松本ど

ん八」。子ども 24 名含む 43 名が訪れました。 

 コロナ禍の影響で家庭で過ごすことが多い子どもたちと家族

らに、美味しい「いなり寿司」と「和牛弁当（サラダ&漬け物付

き）」と、沖縄カフェちゅらねさんからの「沖縄お弁当」、どん

八さんからのお菓子を配りました。 

第一生命の４名に、たくさんの

食材のご寄贈とボランティア活

動をしていただき、たいへん助か

りました。 

 

市民タイムス 2021年 3月 6日（土） 
 お手伝いいただいた子ども

達からは、「美味しそう～早く

食べたい」の声や、お渡しした

方から「美味しく作っていただ

きありがとうございます、とて

も助かります」との声をいただ

けて、スタッフ一同もうれしさ

いっぱいになりました。  

 また、現場で食べられた方か

らは､「お肉がジューシーでた

くさんのお野菜と相性が良く

とても美味しかった」とお言葉

をいただきました。  

上田からお手伝いに来てくださった女子大

生さん、子どもの学習やお手伝い、とても助

かりました。ありがとうございました✨ 
  

 玄向寺さんから果物もいただきました。

受け取りにいらした方からは、「温かい 

食べ物をありがとう」、「寒い中助かり 

ます」、「作って貰えて感謝します」と、 

うれしいお言葉をいただきました。 
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                                      上 田 市  子どもレストランきらっと 

 ３月６日（土）、上田市まるこ福祉会第３１回「子ども

レストランきらっと」には、子ども 35 名を含む 115 名

が参加しました。今回は、ひな祭り企画で、子どもたちが

英語で遊びができるコーナーを設けました。ホール内は、

子どもたちの歓声が響き渡る楽しいひと時となりました。 
 

バルーンアートや恒例のタッキ

ーの腹話術も大人気子どもたちの

目をくぎ付けにしてしまいました。

日本舞踊の踊りも３曲あり、平安時

代から続く伝統文化にも触れるこ

とができました。 

 

 

 

 

 

 
 

お店には、きのこ、じゃがいも、マヨネーズ、

カップラーメン、のど飴、フルーツミックス、

ドーナツなどが並びました。 

 今回は、NPO ホットライン信州（信

州こども食堂ネットワーク）も参加して

「０円スーパー」も開店しました。参加

者からは、「品物が豊富で信じられない、

こども達が育ち盛りなので本当に助か

ります」と驚きの声が上がりました。 

 
 

ひな祭りメニュー、海鮮ちらし寿司、メンチカツ、  

和風スパゲティサラダ、柚香るお吸い物、いちご、 

甘酒、Dole ﾌﾙｰﾂ、雛あられ、ヨーグルト 

 
高校生の鬼

に捕まらな

いよう楽し

んだ「英語

で 鬼 ご っ

こ」 
 

 

 

 
 

「子どもの遊び場、0円スパー、レストランきらっと」等の様子  

 

◀ 外でドーナツを食べる子どもたち 
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 3 月 7 日（日）、中野市西条の「だがしや G」で、

家庭で作れる「ひょうたんランプキッド」と Dole

様より提供していただいた「フルーツミックス」を

プレゼントしました。 

 参加者は、こども 191 名と大人 68 名の合計

259 名。「コロナの中で楽しい企画を準備してもら

い、ありがとうございます」と多くの方から感謝の

声をいただきました。 

ひょうたんランプ

づくりに子どもも

大人もワクワク！! 

笑笑！！ 

中野市も元気！ 

 だがしや G は、信州こども食堂ネットワークの協力により、こ

ども衣類・学用品などの無料コーナーを設置。月に約 30 世帯の

利用があり、年間で 360 世帯のサポートにつながっています。 

 また、だがしや G の年間利用者は、累計で約 8,000 人以上で、

人と人がつながる場所として役割を果たしています。 

 コロナ禍の影響で行動が制限され、家庭での笑

顔が奪われているため、少しでも「ほっこり」と

した気持ちを持ってもらいたいと企画しました。 

NPO ホットライ

ン信州を通じて

Dole さんからい

ただいたフルーツ

ミックス。ありが

とうございます。 

何でも相談と無料コーナーも設置しています 
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長野市 信州こども食堂 

 3 月 20 日（土・祝）、長野市ふれあい

福祉センターで開いた「信州こども食堂」

には、子ども 52 名と大人 60 の計 112

名が参加しました。                                   

 コロナ禍の影響で活動範囲が狭くなっ

てしまっていますが､ 今回もスタッフや

ボランティア全員の思いで、子どもたちの

笑顔があふれたこども食堂でした           

また、愛知県の中部圏地域創造ファンドの

2名が視察視察に見えました。   

たくさんの物資をご

寄贈いただき、ありが

とうございました 

 
 

 高校合格おめでとう 
 

 開催日前日は､ 県立高校の合格発

表日でしたが､ 信州こども食堂の子

どもボランティアも無事合格㊗           

 春からは、高校生ボランティアと

して活躍してくれると嬉しいな〜と

思っています         

 

NPO ホットライン信州の理事

長・村上弁護士が法律相談に対

応してくれました         

 

予定を変更しお弁当配布  
 

 長野地域のコロナウイルス警戒レベルが上がってしまったの

で、予定を変更してお弁当                      を配布しました               

 今回は､ 進級・進学お祝いメニューの黒毛和牛とウインナーの

BBQ弁当に、お彼岸ということで手作りおはぎを添えました。 

 

 参加者は、多くの企業様からご寄

贈いただいたたくさんの物資を受け

取り、笑顔で帰っていきました。 

 来月こそは、 進級・進学の子ども

たちと楽しくごはんを食べられたら

いいな〜と願って止みません❣      



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イチゴを添えて 
お 弁 当 を 提 供 

               長 野 市 上 高 田  こ ど も と 誰 で も 食 堂 
 

1 月 25 日（火）に長野市上高田で開いた「こどもと誰

でも食堂」。農林水産省の食育等推進事業で“信州産いち

ご”の提供を受け、お弁当が華やかになりました。 

コロナ禍の現在は室内での飲食を避け、お持ち帰りのお

弁当で。「家族の分も」という方も多く、今回は 46 食を提

供しました。いっしょにイチゴに関する「食育だより」と

ご感想などを聞くためのアンケートをお渡ししました。 

 

＜2 月の予定＞  
 

1 日（月）、12 日（金）、24 日（水） 
 

17 時にはお渡しできるよう用意しています。日

によって18時を過ぎると全ての配布を終了してい

る場合があります。あらかじめ電話でご予約いただ

ければ用意しておきます。 

ご予約やお問い合わせは, 

 090-5426-3764 高橋 

 

参加費はひとり 300 円。旬の食材をおいしく

いただく“一般家庭の夕食”をイメージして運営

しています。献立のご希望やご感想などをいつ

でもお待ちしています。 

お弁当におかずをせっせと詰めています 
 

前回までのお弁当はこちら↓ 

メニューは、混ぜご飯、から揚げ、

大根の肉巻き、五目煮豆、さつまい

も・人参・ブロッコリーのバター煮、

たくあん、寒餅、イチゴ。イチゴは

大きくてお弁当に入りきらなかった

ため、別包装でお渡ししました。 

 

お弁当に添えた「食育だより」から 

一部を紹介します 
 

 イチゴの生食での消費量は、日本

が世界一だと言われています。日本

のイチゴ品種は約 300 種と多く、

現在も品種改良が重ねられ個性的

な品種が続々誕生しています。 

「なにかな？」と、の

ぞき込むのも、お弁

当のお楽しみ。子ど

もたちは、混ぜご飯

が好きなようです。 
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長野市 信州こども食堂古里カフェ 

 2月 21日（日）に開いた「信州こども食堂 古里カフェ」の参加者は、こ

ども 16名とおとな 25名の計 41名。 

 メニューは、あんかけ焼きそば、アップルパイ、味噌汁、お茶。こどもには、

お菓子の袋詰。シングルマザー家には、お米をお弁当と一緒に届けました。 

 不登校の中学生 2 人にもお弁当

を直接渡すことができ、話しもで

きました。引きこもりで家族との

距離感が微妙な中、届けたお弁当

を受け取り、前回のお弁当のお礼

を言ってくださいました。「家族全

員で食べてね」にうなずいてくれ

ました。お弁当が家族の役に立っ

ている事がとても嬉しいです。 

 
 3月 21日（日）は、コロナの警戒レベルが 4になってしまったので、急遽

テイクアウトにしました。参加者は、こども 27名とおとな 26名の計 53名

でした。NPOホットライン信州から届いた和牛は、最高に助かりました。 

 

募金箱にメッセージが入っていて、

とても嬉しかったです 

  
 

 グリーンヒルズ小学校の生徒がご家族とお弁当を受け取りに来てくれました。 

担任の先生も来てくれて、皆が来られ無くなって残念がっていたこと、 

「いつか絶対行くからね」の伝言 を受け取りました。 

初めて参加してくださったグリーンヒルズの親御さんから「お弁当 

は彩り良く、すごく美味 

しそう。お菓子の袋詰め、 

こんなに沢山いただいて 

良いですか？、え！お 

米もいただいて良いです 

か？すごく助かります。 

こども達が楽しみにして 

いたので、ぜひ連れて来 

たいです。時期をみて連 

絡ください約束ですよ」 

と言って帰られました。 

 「ＢＢQ を楽しみにしていたけど、ＢＢQ

のお弁当を食べれて嬉しい。寿司ケーキは食

べるのもったいないぐらいきれい！」と、自

宅で食べている笑顔の写真が届きました。 
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                          塩尻市 信州こども食堂 in あじさい・塩尻こども食堂 

 3 月 21 日（日）塩尻市の「信州こども食堂

in あじさい」には、こども 47 名を含む 84

名が参加・・                               雨とコロナ禍で思うような

外出ができない中…開店の 30 分前から多く

のこどもと家族が列をつくりました。 

大きな「おはぎ」とサラダ食材やお菓子など

NPOホットライン信州から支援物資をテイ    

クアウト方  

式で提供し

ました       。 

 

 3 月 21 日（日）、塩尻市で開いた「塩尻こども

食堂えんぱーくマルシェ」には、こども 12 名を含

む 48 名が参加し、フードパントリーで多種多様な

食材などを配布しました。 

「福祉の里あじさい」の 2 階、NPO ホットラ

イン信州の事務所では、相談会も行っています 

 市外から来た家族は「コロナ禍で、

たくさんの食材をいたいただき、とて

も助かる」と感謝してくれました       
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松本市 ゆいま～る子ども食堂 

 3 月 23 日（火）、松本市島立の沖縄クラフト＆カフェ ｢ちゅ

らね｣で 初めて「ゆいま～る子ども食堂」を開催し、味付け黒毛

和牛と 沖縄料理を満喫しました  

 

 落ち着いた

店内に入ると、

ひと足先につ

いた親子が勉

強をしていま

した。次々とお

弁当をもらっ

て帰る家族や、

店内に入り食

事をする子ど

もら 7 人を含

む約 12 名が

牛丼のお弁当

などを持ち帰

りました。 

 ゆいまーる子ども食堂の店長藤森さんは「今回初めて、地域の

皆様と協力しながら、子どもたちが安心して集えるように、ここ

で様々な体験と学びができる 

居場所にしたい」と抱負を語 

ってくれました。 

 ｢ゆいまーる｣ とは､ 沖縄の 

言葉で“一緒にがんばろう” 

の意味です   

 

 

 

 

 一番乗りの親子は「りっぱな美味しい

沖縄料理を食べて 感謝をしています。

コロナに負けずに、頑張ろうと思います

」と感謝を述べていました。 
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塩尻市 信州子ども食堂&学びサポート 

 3月 23日（火）、塩尻市のえんぱーくで開い

た「信州子ども食堂&学びサポート」は、子ども

17 名と大人８名（うち塩尻社協 2 名、ボラン

ティア３名）の計 25名で開催しました。 
 

 今回は、クッキーとパフェを学びサポートの

田嶋先生の指導で手作りました。３グループに

分かれて作業し、クッキーはローソンさんの小

麦粉を使い、砂糖とバターの分量、合わせ方と

こね方、型取り、焼き方を教わりました。 
 

 家で作ったことのある子どもや、今回はじ

めて作る子どももいて、それぞれに楽しみな

がら作りました。時間の限られた中での作業

で、子どもたちは、「上手く焼けるかな？～、

割れないかな？」と心配していましたが、 

みんな美味しそうに仕上がり大喜びでした。 
  

 勉強を終えた後の楽しい時間。皆で協力して

作業する姿に頑張る元気をいただきました。 

 子どもたちは、食材を無駄にせず有効活用す

る「SDGs」も学びました。 

 お手伝いいただいた社協ボランティアさん

方から丁寧にご指導いただき助かりました。 

ありがとうございました。 

した。 

 パフェは、クリアコップに個々に作

ってもらいました。材料は、ドールさ

んのカットフルーツと玄向寺さんのド

ーナツ、明治さんのチョコレートなど

を使用しました。 

いただいた物 

を上手に無駄な 

く活用し、大満 

足のパフェに仕 

上がりました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

   

 

 

40 

                                         松 本 市  寄 り 添 い こ ど も 食 堂 

 3 月 22 日（月）、春休み中の開催となった

「寄り添いこども食堂」には、今までの最多と

なる、こども 37名を含む 75名が参加。 

 卒業シーズンにあわせ会場に卒業ソングを

流して季節感を演出。卒業       を迎えたこども

達もいて思い出話をしたり、食事を楽しん 

だりする姿がありました。 
 

 メニューは「進級進学特別弁

当」と称して、黒毛和牛の焼き

肉、鯖の竜田揚げ、大根干しの煮

物、マカロニサラダが入ったお

弁当と味噌汁。ボランティアに

来てくださった民生委員さんか

らいただいたパイナップル        

 お肉がたいへん好評で、「お肉

がとても柔らかくて、美味しい

          」という感想をいただきま

した。 

す。 

 じゃがりこや豆乳カル

ピスなどたくさんのお土

産もお渡しできました。 

 今回もたくさんの方の

ご参加ご協力ありがとう

ございました。 

「自分でおやつを作ろう！」 
 

 春休み企画には、17人のこ 

ども達が参加。ホットプレート 

でホットケーキを作って食べ 

ました。「自分で焼いたことが 

あるか」と聞くと、「やったこ 

とがない」というこどもがほとんど。アドバイスをもら 

いながら自分達で生地を作り、焼

き、チョコホイップやホイップク

リームでトッピングをして食べ

ました。焼き過ぎてしまったり、

トッピングがうまくいか 

なかったことも全部、楽し 

 

そうで笑顔いっぱいでした。 

自分でやってみるという経 

験は失敗しても楽しい！ 

いろんなことにチャレンジ 

してほしいです！ 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

  

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

  

 

 

 

 

  

 

   

 

 

 

              松本市 信州こども食堂 in 庄内地区こども食堂

 ７月 10 日（土）、NPOホットライン信州は、猛威を振る 

う新型コロナでお困りの子ども家族らを支援しよう！                                ｣ 

と、松本市庄内地区商工会と地区育成会合同で、信州サーモン

（塩味と味噌焼の 2 種類）と山賊焼き入りのお弁当 550 食と

お米、支援物資（酒まん・ジャム・カルピスウォーターやフェイ

スタオル）を提供し、庄内地域の公民館で配布しました      。 

550 人分の支援

物資（カルピスな

ど）と山賊焼きを

あげる並柳商工

会らの皆さん 

 

 

料理作りの前後に「安心手帳」を活用し「食の

安全」に万全の体制を構築しました 

お弁当作りで

は子どもたち

も大活躍しま

した 
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 全国食支援活動協力会 ⇒ 信州こども食堂ネットワーク 

 5 月 26 日（水）、上田市のまるこ福

祉会に「カルピスウオーター」33,864

本（24 本入りのケースが 1,411 箱。

重量にすると 14 トン超）が届きまし

た。全国食支援活動協力会を通じて、

アサヒ飲料様からいただきました。 

 5月 29日（土）、長野市の信州こども食堂＆学

生応援フードパントリーで 500 本のカルピスを

配りました。また、翌 30 日の信州大学松本での

信州こども食堂＆学生応援フードパントリーでも

配りました。（左の写真は長野市での様子） 
 

NPO ホットライン信州の上田地区拠点になった、

まるこ福祉会の駐車場に積まれた大量のケース 

大型トラックで運ばれて

きたカルピスをスタッフ

が倉庫へ運び込みまし

た。松本拠点では受け取

りに来た各こども食堂の

車へ積み込みました。 

 ６月 11 日（金）、アサヒ・グループフォール 

ディングスさまより 中野市の倉庫で、カルピス 

1,111 ケース(26,664 本)を 11 トン車が対応で 

き、フォークリフトがある(有)しぶ善さま受け入れ      

てくれました。 

中野市児童クラブ他、約４０団体へ配布
中南信方面には、松本事務所を中継点にし
て、全県に配布しました 

カルピス 

5/26 と 

6/11 の 

２回合わ 

せて 6 万本 

強のが届く 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

 

 

▲ 表彰状を手に、信州こども食堂の 

▲ スタッフ    

▲ ▲県民会議会長 阿部守一県知事 

▲ からの表彰状 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年度「塩尻市豊かな、心を育む市民の集い」 

 8 月 5 日（木）、令和 2 年度塩尻市社会

福祉協議会の 第 3 回福祉サポーター養成

講座が、コロナ禍で感染防止のため、サポ

ーター約 40 名が、コロナ禍でも行う「こ

ども食堂の必要性」について、信州こども

食堂ネットワーク青木事務局長が、「コロナ

禍で子どもと親を支える仕組みを作ること

が必要」地域の居場所、見守りの担い手と

して活動する現場の対応を求めました。 

  
参加者の皆さんは、地域の「見守り力」の向上

を目指して、信州こども食堂夏休み「子ども＆

女性 応援プロジェクト」での食料や生活物資

(生理用品)などの相談や配布などをやってい

ただけるよう要請しました。 

長野県将来世代応援県民会議会長 
阿部守一(県知事)より表彰状授与 

2021 年 6 月 15 日、私共当法人は、長年にわたる青少 

年の健全育成活動及び子ども・子育ての「親子を支える」事 

業の功績に対し高く評価され、長野県将来世代応援県民会議 

総会において表彰を受けました。貴県民会議は、長野県の未 

来を担う青少年が、社会における自らの役割と責任を自覚し、豊かな社会性と優

れた創造性を培い、心豊かにたくましく成長することを願って、昭和 45 年に「長

野県青少年育成県民会議」が設立され、以降、県民総ぐるみで展開してきました

「青少年育成県民運動」は、今年度、50 年の大きな節目を迎えました。 

 

▲表彰状を手に、信州こども食堂のスタッフ   ▲県民会議会長 阿部守一県知事からの表彰状 
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「共食でつながるフェスタ」 

実行委員会 
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「共食でつながるフェスタ」企画会議 6月 3日（木）・実行委員会 8月 19日）開催 

 6月 3日（木）、県庁議会棟で「共食でつながる

フェスタ」企画会議を開きました。参加は、全国食

支援活動協力会と長野県・長野市の関係部局、信州

こども食堂ネットワーク関係者ら約 30名でした。 
 

 この活動は、すべての人が食を通じて参加できる

居場所づくりの推進が目的。活動団体・応援企業・

地元自治体が実行委員会形式で運営し、異分野の多

様な機関が力を合わせて、安定した活動が続けられ

る環境の構築を図ります。 

 

  

 

全国食支援協力会がネットワーク各拠点を視察 
 

 全国食支援協力会が 6月 2日、まるこ福祉会

（東信拠点）とだがしや G（中野市拠点）を、3

日に長野市内のにっこり広場、長野事務所、長野

地域振興局など、信州こども食堂ネットワークの

各拠点を視察し、担当者と意見を交換しました。 

その取り組みとして 10/1・2日「フェスタながの」開催決定。 

 8月 19日（木）、長野市ふれあい福祉センター

で「共食でつながるフェスタ」実行委員会を開催。

参加は、全国食支援活動協力会と長野県・長野市

の関係部局、信州こども食堂関係者ら約 30名が            

出席し 10月 1・

2 日のフェスタ

内容を決めた。 
 

 

  

 

 

10/1 日は、企業・団体向けの 

パネルディスカッションを行い、 

その上で、10/2 日は、各こど 

も食堂関係者による、こども食 

堂の運営についての情報交換と 

交流を行う。 

  

 

 

寄贈品の受取⇒ロジ・ハブ拠点⇒

各こども食堂⇒活用されるまでの

物流の流れのシステム化の研修▶ 
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「信州こども食堂」は、全国フード 

バンク推進協議会・全国食支援活動 

協力会を始め、協力団体・企業・お 

寺・個人など、多くの皆さまのご支 

援を賜っております。 

 お寄せいただいた寄贈品は、各地 

の「こども食堂」と必要とされてい 

る方への支援に生かしています。この場をお借りして厚く 

御礼申し上げます。「信州こども食堂ネットワーク便り」 

「SNS」等で掲載した一部を紹介させていただきます。（順不同・敬称略）  

 いただいた食材をフル活用する信州こども食堂ネットワークの各食堂  
 

 

「信州こども食堂ネットワーク」の各こども 

食堂では、県内外でご寄贈いただいた食材や食 

品を無駄なく活用しています。 

また、余った食材などは、必要としている、 

子ども世帯の家庭に持ち帰っていただき、家族 

での食卓で利用して頂いております。 

2020 年 1 月～12 月までの本部事務所での 

取り扱い量は、51 万点・120ｔのご寄贈品をい

ただき、多くの方々に支援させていただきました。 

ありがとうございました。 

   

 

 

 

 
 

信州こども食堂応援リレーの紹介 

“もったいない”を“ありがとう”の笑顔につなぐリレ

ー！ 

「信州こども食堂」で、食材を有効に使いながら、

子どもたちと一緒につくって、美味しく食べています。 

全国フードバンク推進協議会や全国食支援活動協力会を通じて全国各地の 企業

様から、多くのご寄贈品が届いています。 
 

ご寄贈していただいた、支援物資は「信州こども食堂ネ

ットワーク」や「フードパントリー」を通じて、支援が必

要な家庭に渡り、子どもと加須間の笑顔に変わっています。 



 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（株）ジン･コーポレーション齋藤彰宏社

長から寄付金を受けました。又、お菓子の

ご寄贈も受けています。 

 

1 月 2 日～15 日 

支え合う 思いやりの 輪がこんなに 
 ひろがりました （2020年 1月～12月） 
 

女神さまは以下の方々です

TI/EI/SI、KY、KK、TM様 
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(2021 年 4 月～3)
月 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 月 4 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0 月 6 日 

 

10 月 7 日 
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10月3日～24日 
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10 月 16 日 
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11月2日～26日 
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12月2日～26日 
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12 月 11 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長野県庁オフィス・フードドライブ実施 

12月 16日(水)長野市内に、この冬初の本

格的な積雪があった厳寒の中！ 県庁で働

くみなさま、県民の方々から、温かなお気持ち

のこもった支援物資 1800点 250㌔が届きま

した 。ご協力くださったみなさまありがとうご

ざいました 。フードドライブ開催に合わせ

て、県の次世代サポート課の担当者が前日

の朝に登庁する職員さんにチラシを配るなど

して、協力の呼びかけをしてくださいました

。未来を託す子どもたちのために …担当

課のみなさまにも感謝申し上げます 。 
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ローソン様からハンバーグをいただきました。 

12月 25日(金)株式会社ローソン様からＬベーシックプレ 

ミアムハンバーグ 660袋 150㌔を戴きました、信州こども食
堂ネットワークの各こども食堂やコロナ禍で生活困窮している
家庭に配られました。ひとり親家庭の方から、「ハンバーグのお
料理を子どもと食べて美味しかった」と写真付きのお礼があり
ました。 

 

 

海鮮どん八さんから 
毎月たくさんのお菓子 
をいただいております。 
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KEIZ 松本店さんより、
毎回お菓子約 900 個をいただいております。 
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手打ちの年越しそば。60食を「東

方そばの会同志会」さんがこねてく

れました。 

駒ヶ根市の方から、衣類 6000点 
3ｔをご寄贈してくれました。 

54 

12 月 31 日 
～1 月 
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2 月 18 日～2 月 26 日 
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3 月 1 日～3 月 26 日 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 月 25 日～4 月 22 日 
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4 月 24 日～6 月 11 日 

 4 月 24 日(土)「信州こども食堂 in まつもと学び塾」に

は、新型コロナの影響で苦慮している子どもと家族・学生

に、讃岐うどん・ドーナツ・アイスクリームとお米 5 ㌔・

ネギ・味噌などの支援物資が配られました。 

安曇野北
穂高農業生
産組合の相
澤 さ ん ら
が、精米し
たばかりの
美味しい北 

穂高米を 60
袋届けてくだ
さいました。 
 

 
無量寺様より採

りたてのネギを

いただき、皆さん

持ち帰り。家で食

べたら「とても美

味しい」とのこと

でした。 
 

 

松本市島内東方

公民館の讃岐う

どん同好会のみ

なさんに、100

食のうどんをつ

くっていただき

ました。 
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6 月 17 日～9 月 9 日 

女性応援プロジェクト

も、各会場同時開催し、

生理用品を必要な方

360名にお渡し、様々な

生活相談をしました。 
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8 月 5 日～8 月 27 日 
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9 月 2 日～9 月 13 日 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

62 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こども食堂のつくり方 
こども食堂には、いろいろな形と多様

性がありますが、「こうでなければ」

という決まりはありません。 
「なにかをはじめたい」という方のために「こ

ども食堂のつくり方」のイメージを簡単に紹介します。 まず 準備として 

イメージしてみましょう 

○ 月に何回開くか 

 (月 1～2 回が多い) 

○１回の利用者数は何人か

(1回20～30食が多い) 

〇どんな人に来てほしいか

(子ども・親・サポーター) 
 

他地域の実施例を見学 
「長野県各地の『こども食

堂』」を参考に、お近くの 

あるいは自分の思いと共

通するような場所へ見学

に行ってみましょう 

(公民館・お寺・個人宅など

数カ所見学)  

よし！やってみようと思

ったら、まず 実行 
仲間を集めましょう 

開催の周知や会場の準

備、食材の手配、料理、片

付けなど、仲間と分担する

のがおすすめ 

「場所とネットワークを」 

はじめてから仲間や協力

者が増えていくことも

あります(食材を提供す

る方、調理師・栄養士の

方、資金の提供者や 

ボランティアの募集)  

 

＜実際に考えるあれこれ＞ 

 

●場所 

公民館などの公共施設、 

お寺、個人宅、飲食店など。 

利用者数にあわ 

て、無料または安価で利 

用でき、こどもたちが集 

まりやすいのが良い。 

 

●運営費 

 場所代、光熱水費、 

 食材費(子ども無料・大 

人100～300円のカンパ)、 

チラシ作成などの宣伝費 

 

●周知・呼びかけ 

 こどもたちへどのよう 

に知らせるか。どんな人 

に来てほしいか。 

どんなチラシを何枚つく   

り、どこへどのように配 

るか。 

 

●当日の運営方法 

 準備の開始から調理、 

片付けまでの段取り。 

食事提供以外の企画。 

役割分担。 

総括と次回への活用。 

 

《重要》 

安全に細心の注意を！ 

こども食堂をはじめるに

は、特別な資格はいりませ

んし、届け出を出す必要は

ありませんが、食べものを

提供する以上、その安全に

は細心の注意が必要です。 

信州こども食堂ネットワ

ークでは、調理上の注意な

どをまとめた「衛生マニ

ュアル」を備えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

不測の事態に備えた保険加

入は「ホットライン信州」

への加入で大丈夫です。 

 

信州こども食堂ネットワークが応援します 
 

運営方法はもちろん、県民や協力企業などからご提供いただい

たお米・食材や子ども用品の分配、チラシの作成とＮＰＯホット

ライン信州ホームページでの周知、「信州こども食堂ネットワー

ク便り」の編集、指導員・専門家の派遣など、「なにかをした

い」みなさんを応援しています 

子ども支援リレーの充実 

「子ども用品・服などの無

料提供と食品・子ども用品

寄贈募集受付の検討 
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メディア掲載・他紙広報など 
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2 月 21 日(日)市民タイムス 

長野市民新聞 2021年 2月 18 日(木) 
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3月 28日 信濃毎日新聞 

市民タイムス 2021 年 3月 6日（土） 
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8 月 13 日 信濃毎日新聞 
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8 月 30 日(月)夕方、NBS テレビの特集で「ニーズ上昇も・・・子ども

の感染増で苦慮」「悩みながら継続～コロナ禍の“こども食“」と題して、

信州こども食堂ネットワークの「信州こども食堂 in まつもと学び塾」と

長野市三本柳の「にっこりひろば」のこども食堂が放映されました 。 
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映像が YouTube で観える 
 

２０２１年 3 月 30日 信濃毎日新聞 

２０２１年9月17日  

信濃毎日新聞 



０１２０-９１４-９９４

信州こども食堂in飯田

信州こども食堂in夢かなえ

飯田市 熊本市

諏訪市

松本市

塩尻市

飯山市

親子食堂

だれとでもかふぇ～

こどもと誰でも食堂

わいわい食堂

信州こども食堂小牧支店

松代にこにこ食堂

またあいこ

いただきます食堂

長野篠ノ井ライオンズクラブ

丘の上レストラン清泉

なかのこども食堂

にじいろ子どもカフェ

いいやまこども食堂

なかよし食堂（野沢温泉）

すざかこども食堂

須坂プラザ食堂

須坂市

千曲市

こども食堂in千曲市

白馬村

白馬村子どもカフェ３

こども食堂柳町カフェ

こども食堂寺子屋カフェ

三世代ごいっしょ食堂

さんぼんやなぎ食堂

いたる所で信大生による学習指導

信州こども食堂in安曇野

信州こども食堂inココササ

安曇野市

ラーメンまじめ家こども食堂

小さなこども食堂まつもと

こども食堂inえんぱーく

信州ふれあい食堂in吉田

もぐもぐキャンプ

信州こども食堂inこもろ

信州こども食堂inすわ

信州こども食堂with温泉寺

ほんわか食堂季の味

ひとつぶの麦

茅野市

下諏訪

こども食堂塩尻ひなたぼっこ

あづみ野おなかまキッチン

てんぐカフェ (飯綱町)

うさぎくらぶ子ども食堂

光の森仮設団地子ども食堂

信州Ｇプロジェクト食堂

上田市

信州子ども食堂ｉｎ上田

こども・おとな食堂松本

こども・おとな食堂塩尻

みんなのお家すまいるの子ども食堂

佐久市
こども食堂みよた

坂城町

子どものひろまｉｎ夢の湯

学研こども食堂

中野市

駒ヶ根市

つながる食堂

とこばあちゃんこども食堂

信州うまいもん×子ども食堂

信州こども食堂

くるみカフェ

こども食堂塩尻夕日食堂

つくしの里こども食堂

軽井沢

のみぞ福祉会こども食堂

みんなでごはんinえがお

はぐくみこども食堂

岡山県真備町

山ノ内町

やまのうちみんなの食堂

木島平こどもカフェ

青木村子ども食堂

キラキラカフェ高丘

にじいろCafe上田

大人も子どももみんなおいでよ食堂

信州自然こども食堂大鹿

楽らく寄合所こども食堂

ふれあい教室 古里こどもカフェ

富士見町

子供の未来をかんがえる会

実家の茶の間 池田町

とよの幸腹食堂まんぷく食堂

信州こども食堂

プルーム食堂

ララカフェ豊田

みんなの食堂

岩船こども食堂

みんなの居場所しみずまち

たかぎふれあい食堂

なんでも相談

託児付親子食堂

信州こども食堂松本どん八

かふぇ天香

ひなたぼっこ１００円食堂

伊那市

ほんわかぱっぱ豊南

岐阜県高山市 地域で助け合う子ども食堂

親子で息抜きご飯

東御市
信州こども食堂こもろ学習コラボ

小諸市

信州こども食堂inふらっと木曽

色と香りこども食堂

寄り添いこども食堂

こども食堂学びサポート

木曽

玄向寺こども食堂

信州こども食堂松本学び塾

大町市

みあさの森
もんも食堂

すまいる子ども食堂in太陽工業

すまいる子ども食堂inめん処soy屋

伊那谷子ども食堂

おかまのおうち

子どもレストランきらっと

ゆいまーる子ども食堂

だれでも食堂

HAARTY  DECO

こどもカフェむぎむぎ

あづみのcocoroカフェ

無料こどもじゅくHATA

岡谷市

グリュック子どもカフェ

こどもアトリエももも

ゆる笑happyこども食堂

学び舎楽人

若宮きずな塾

こども食堂まんま

こども食堂「ねやねや亭」

あかりこどもカフェ

信州こども食堂こまがねＳta
こども食堂アムール

信州こども食堂みちくさ

信州こども食堂たてはや

こどもカフェだらっと

下伊那

こどもカフェＨug

NPO法人えんまる

長野市

ひまわり食堂

SOS上伊那




